
木造アパート界壁 リフォームによる遮音性能の改善
―「タイガースーパーハード」と「遮音シート」の性能比較―

はじめに

「技術レポートNo.012」では、『既存乾式壁の遮音性

能アップ技術』として、ホテルにおける客室間の界壁で

多く採用されている遮音壁に対し、重量のある各種ボー

ドをそれぞれ重ね張りして遮音性能を向上させるリフォ

ーム工法を紹介しました。

今回は、木造アパートにおける住戸と住戸の界壁で遮

音性能を向上させる方法として、既存壁に重いせっこう

ボード（商品名：タイガースーパーハード）や遮音シー

トを重ね張りした工法を紹介します。

⑴ 木造アパートの界壁仕様

共同住宅における住戸と住戸の界壁は、建築基準法

（以下、建基法）第30条に遮音構造であることが義務付

けられています。建基法第30条には、『長屋又は共同住

宅の各戸の界壁』と定められています。この条文は所定

の遮音性能を規定しており、その具体的な数値は建築基

準法施行令第22条の３（表１）に定められています。

表１の基準を、日本建築学会が定める遮音性能の基準

曲線に適用したものが図１で、その遮音性能は TL 40

となります。つまり、住戸と住戸の界壁には TL 40以

上の性能の遮音壁を使うことが法律で義務付けられてい

ます。

その TL 40を確保できる遮音壁の一例として、国土

交通省が建設省告示第1827号で、図２の工法を例示し

ています（以下、「告示壁」）。告示壁は、図２からわか

るように、柱および間柱の寸法を 100mm以上とし、

その中空部にグラスウールやロックウールなどの吸音材

を挿入し、柱の両面に厚さ 12.5mmのせっこうボード

を二重に張った工法です。その遮音性能については、当

社・総合性能試験センターの音響試験室にて測定し、

TL 40であることを確認しています。

TL 40は、国土交通省が必要としている界壁の遮音

性能上の最低限の性能です。従来の木造アパートにおけ

る大多数の界壁には、この告示壁がそのまま採用されて

います。

なお、遮音性能を表す TL 値は遮音壁そのものの音

響試験室での性能であり、実際の建物における部屋間で

の遮音性能ではありませんので、注意してください。詳

しくは、当社「技術レポートNo.002」p5～7をご参考

にしてください。

⑵ 近年の遮音性能のニーズ

図２の告示壁は昭和45年に制定されたもので、界壁

の遮音性能は TL 40程度でも良しとされていました。

そのため、当時の建築設計には TL 40の遮音壁が採用

されていました。しかし、その後35年が経過し、近年

は生活水準の向上に伴って、プライバシーの要求が年々

強まっています。

図１ 日本建築学会 遮音性能基準曲線
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図２ 共同住宅の界壁の水平断面図（単位mm）

（告示壁：遮音性能TL 40）
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※ 音響透過損失：音を遮る能力（遮音性能)

表１ 界壁に要求される遮音性能基準



このため、住戸間の界壁に求められる遮音性能もより

高くなり、図２の告示壁では現代のニーズを満足しなく

なっています。この告示壁の遮音性能を、改善したいと

いう要望が強まっています。特に、告示壁を壊さないで

既存壁として活かしつつ、遮音性能を向上させたいとい

う要望が顕著です。

当社はこれらに対応してさまざまな検討を行った結果、

重いせっこうボード（商品名：タイガースーパーハー

ド）や遮音シートを、その上に重ね張りすることが効果

的であることを検証し確認しました。以下に、そのポイ

ントを紹介します。

『重ね張り工法』が性能的に最適なことは、すでに

「技術レポートNo.014」にて詳しく説明してありますの

で、ぜひご参考にしてください。

⑶ 告示壁の遮音性能改善方法

表２に仕様を示す各面材を、図３で示す告示壁の両面

にそれぞれ重ね張りした場合、既存の告示壁に比べてど

のくらい遮音性能が向上するかを、数値で求め比較検討

しました。その結果を、表３に示します。

乾式壁 水平断面図（単位mm) 遮音性能 告示壁からの改善量

告
示
壁

TL40 (±0dB)

同
上
・
重
ね
張
り
工
法

仕様① TL 43 ＋3dB

仕様② TL 44 ＋4dB

仕様③ TL 45 ＋5dB

仕様④ TL 45 ＋5dB

表３ 告示壁に各種面材を重ね張りした場合の遮音性能の改善量

図３ 告示壁への重ね張り方法

※ 告示壁の構成材料
柱寸法：105×105mm
間柱寸法：105×35、45mm
充塡材：グラスウール（20K以上）またはロックウール（40K以上）

（厚25mm以上）
面材：せっこうボード（厚12.5mm）両面２枚

告示壁

重ね張り面材

455

重ね張り面材

重ね張り面材①～④

No 重ね張り面材

仕様①
遮音シート張りせっこうボード（厚13.1mm)

〔遮音シート（厚0.6mm）＋せっこうボード（厚12.5mm）を張り合わせたもの〕

仕様② タイガースーパーハード※（厚9.5mm)

仕様③
遮音シート張りせっこうボード（厚13.7mm)

〔遮音シート（厚1.2mm）＋せっこうボード（厚12.5mm）を張り合わせたもの〕

仕様④ タイガースーパーハード（厚12.5mm)

※タイガースーパーハード：通常のせっこうボードの約２倍の重量をもち、表面硬度、曲げ強度、遮音性に優れた

硬質せっこうボード（JIS A 6901、GB-R-H）

タイガースーパーハードの物性に関する詳細は、「技術レポートNo.005」をご参照ください

表２ 重ね張り面材の一覧
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【結果】

・一般的には、遮音性能を向上させる方法として、遮音

シート仕様①がよく用いられています。しかし、告示

壁に遮音シートを両面重ね張りしても、3dBしか性

能が改善されていません。

・その代替として検討した仕様②は、4dBの改善とな

りました。さらに改善効果を期待して材料をより厚く

したものが、仕様③、④です。

【考察】

・仕様①（遮音シート仕様）は、期待していたほど遮音

性能には優れていないことがわかりました。

・仕様①、②の結果および仕様③、④の結果から、タイ

ガースーパーハードは、遮音シート仕様と同等以上の

遮音性能であることが確認されました。

・タイガースーパーハードは、仕様①、仕様③の遮音シ

ート複合材料よりコスト的に優れていると考えられま

す。

・施工性の面でも、タイガースーパーハードは、告示壁

の上に重ね張りするだけの非常に簡単な施工となりま

す。

・仕様②と仕様④でのタイガースーパーハードの厚さに

よる改善量の違いは、わずか 1dBでした。厚さ 9.5

mmのタイガースーパーハードでほぼ１ランクの改

善量になるため、当社と致しましては施工性の良好な

厚さ 9.5mm品をお勧めします。

・タイガースーパーハードは表面硬度性能にも優れてい

るので、通常のせっこうボードが表面に現れる遮音シ

ート張り工法よりも界壁に最適です。

まとめ

タイガースーパーハードを重ね張りする工法は、告示

壁のような既存界壁の遮音性能を１ランク上の TL 45

に向上させます。しかも、遮音シートを用いるよりも経

済性、施工性に優れていることが確認されました。

今後ともタイガースーパーハードの遮音的優位性を十

分にご理解の上、ぜひともリフォームにご活用ください。

(R.T）

マンション基本界壁（A-2000・WI）の性能向上技術
―「タイガースーパーハード」の重ね張りの効果―

はじめに

現在、当社の高性能耐火遮音壁「A-2000・WI」は、

超高層マンションの界壁において多数採用され、その占

有率は 80％を超えるほどになっています。その理由は

「技術レポートNo.018」で説明しましたが、要約します

と、

・優れた遮音性能

・建物の軽量化が可能

・コストメリット

・設計の自由度

などが挙げられます。

最近では、マンションの界壁に「A-2000・WI」の採用

がすでに決定している場合、一部の顧客から

マンション内で一部の住戸だけはさらに高級な性能

としたい」

ある特定の音源があり、それに隣接する部屋だけは

設計上特別に配慮したい」

といった、部
・
分
・
的
・
に
・
A-2000・WIの遮音性能をさらに

上げたいという要望がよく聞かれます。

今回は、上記の要望に対する解決策を提案します。

⑴ A-2000・WIについて

「A-2000・WI」は４頁図１に示すように、軽鉄下地

を千鳥状に配置し、中空部に吸音材としてのグラスウー

ル（密度24kg/m、厚50mm）を挿入し、両面にせっ

こうボードを２枚ずつ張った工法です。

この工法の特長としては、高性能の遮音性能、耐火性

能、耐力性能が挙げられますが、そのなかでも遮音性能

は TL 56という高い性能を有しています。

イラスト：末松茂正
今 世の中、“重ね”が旬



⑵ 遮音性能の改善方法

A-2000・WIは乾式壁ですので、遮音性能を改善する

には、重ね張り工法が最適な工法となります。

この壁に、重量のあるタイガースーパーハード※（厚

9.5mm）を両面に重ね張りした改善結果を、表１に示

します。

※タイガースーパーハード

通常のせっこうボードの約２倍の重量をもち、表面硬度、曲げ強度、

遮音性に優れた硬質せっこうボード（JIS A 6901、GB-R-H）

⑶ 結果

表１のように、両面にタイガースーパーハード（厚

9.5mm）を重ね張りすることで、5dB（１ランクに相

当）の改善量となりました。

⑷ 解決策の提案例

先ほど冒頭で述べました一部の顧客からの要望を、よ

り具体的に表現すると次のようになります。

① より高遮音で、なおかつ堅牢性に優れるものと

したい

② 機械室、階段室、エレベーターシャフトまわり

の間仕切壁や最上階の高級グレードの界壁を高

遮音壁としたい

③ すでに入居済み物件において、後から遮音性能

を向上させたい

これらのニーズに対応した解決策として、表１による

試験結果から、『重ね張り工法』が有効であると考えて

います。

①の場合、A-2000・WIの表面にはもともとタイガー

スーパーハードを用いており、表面硬度が非常に高い界

壁です。さらにタイガースーパーハードを重ね張りする

ことにより、高遮音で堅牢性に優れた壁になります。

①～③のいずれの場合も、基本の壁であるA-2000・

WIの上張りに用いるタ
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で遮音性能を 5dB（１ランク）、また同時に堅牢性、耐

火性も向上させることが可能となります。

この工法は、建築現場での材料管理がしやすいこと、

同一メーカーによる搬入ができることなど、合理的な耐

火遮音壁の施工を可能にしていることがご理解いただけ

ると思います。

まとめ

以上、A-2000・WIの性能向上技術を紹介しました。

A-2000・WIが基本的に採用されている建物において、

部分的に諸性能を上げたいという要望を解決するために

は、上張りに使われているタイガースーパーハードをも

う一枚重ね張りする工法が大変有効です。

ぜひともタイガースーパーハードの重ね張り工法を採

用して、その性能を実感してみてください。

（R.T）

図１ A-2000・WIの構成（単位mm)
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水平断面図

(単位：mm)

遮音性能 TL 56
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表１ A-2000・WIの重ね張り工法の遮音試験結果（当社・総合性能試験センター音響試験室にて測定)
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